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前稿において，作品と音楽の関かわりを，主として，話者マルセル， ヴ
ァントイユの音楽，作品『失われた時を求めて~，という三者の相互の生成
発展の相関性を軸として，論じたc
本論では，作品と絵画に対して同様の試みをしてみたい。
作品「失われた時を求めて』には，画家達そLて彼らの作品に対する言
及が無数に見られる O カンブルメール夫人 Mmede Cambremerは，プッ
サンを無能で退屈極まりない画家と断罪しモネ， ドガ，マネこそ真の
画家で、すわ。」と宣言する c あるいは， サロンで花を描くヴィルパリジス
夫人 Mmede Villeparisisに，ノレグラン夕、、ン Legrandinは，「ピサネロ
やファン・ホイスム，彼らの細かい死んだ押花標本なんて目じゃありませ
ん」と追従する (I1.p. 214)っ社交人士の口にのぼる絵画は，いづれも，
幾多の例を引くことができるが，彼らのスノピスムを暴露するものでしか
ない。芸術とは全く縁が無さそうな話者マルセルの父でさえ，立派に，ひ
いきの画家を持っていて，旅の一日をさいて， トレドへ， グレコを観に行
くのである(1.p. 701)。作品の中で，絵画は，広くゆきわたったモードと
なっている感がある。勿論，絵画が比鳴に使われる事例にも事欠かない。
パルベッグのホテルのエレヴェーターが通過していく薄暗がりは， rレン
プラントが，そこに容の手すりとか井戸の汲み手を浮かびあがらせてい
る黄昏」と形容される(1.p. 800)。あるいは，月光の中の木々は，1ある種
1) Marcel Proust， A la recherche du temps perdu， Ed. Pleiade， 3 Vol. I. p. 831. 
(以下，この版からの引用は，巻数と頁数のみを記す)
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の円本画やラファエロの背景の中に見られる精妙さ」をもって，浮かびで
るのである (II.p・136)。
このようにして，多種多様な画家の名1Iiと作品が作品中にぽらまかれて
いるのであるが， この論が目指すものは，作品中にあらわれる画家達のリ
ストを作りあげることでほなく，又， ブルーストとかくかくの同家との類
縁，影響関係の指摘といったものでもない。単なる知識.無用なアクセサ
リーにI.rf}せられる絵同は切りすて，芸術創造の意味の問いかけーの材料とな
って:失われたIt!jーを求めてJの構戎そのものに結びつけられる絵画を論じ
ること，それがこの論の目的である O そこで、 lij稿にならって，先づ，フ
ノレーストをとりまく絵画環境，次いで， スワンと絵画，活者と絵同， u失
われた[1:]:を求めてJと絵画， とたどって，作品中に果たされる絵同の役割
をさぐってみることにLたい。
ブルーストと絵画
女友達のアルバムに記された質問集の一項目 i-あなたのお気に入りの
画家は ?Jという聞に， 13才当時のフつルーストは， Iメソニエ MessonierJ
と答えている。が，後に，彼は，ラスキン Ruskinのメソニエに対する偏
愛を，過誤に基づくものとして，邦検している。ブノレーストは， したがっ
て， 自己のかつての好みも否定しているわげで、ある。
彼が絵画に親しみ， 知識を増大させ， 趣味を磨いていったのはサロン
での交友を通じてであった。 これらサロンの一つは， !U神を除いて一番
多くのノJラを作りだした」水彩i両家マドレーヌ・ノレメール Madeleine
Lemaire， aquarelliste <: qui a vait cr飴 leplus de roses apres Dieu)>の
アトリエで， こうした環境は， プ三ノレーストに多くの知己を得させたに違い
2) A、QreMaurois， A la recherche de Marcel Proust (nouvelle edition)， Hachette， 
1970， p.13， 20才頃にほ，ダ・ヴインチ， レンプラントをあげている。
3) Marcel Proust， Contre Sainte-Beuve， pr岳facede Pastiches et m岳langeset 
suivi de Essais et articles， Ed. Pleiade， p.524. 
4) Andre Maurois，前掲書， p. 49. 
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ない。彼は，ジャック=エミール・プランシュ Jacques-EmileBlanche， 
エル-Helleu，ジャン・ベロー JeanBeraud (1897年にブルーストの決闘
の介添役までやっている)， マドラゾ Madrazo 等々と個人的に親しかっ
た。又，ホイッスラ-Whitslerに出会ったことがあり， ドガ Degas，モ
ーリス・ドニ MauriceDenis，フォラン Forain，セム Sem，ボルディニィ
Boldini， J.M.セール J-M，Sertとも近づきになった。この列挙にもれて
いる画家がいるかもしれないが，要するに，彼らを通して，ブルーストは，
知るべき画家，見るべき画をおそわったで、あろう o (モーロワによれば，
レ一ナノレド・アーン ReynaldoHannをブルーストの音楽の師とすれば，
絵画の師は，ジャン=ルイ・ヴォドワイェ Jean-LouisVaudoyerであっ
た。)又，ロベーノレ・ド・モンテスキュー Robertde Montesquiouの影響
で，著名なサロンには， ホイッスラーやギュスターヴ・モロー Gustave
Moreauの芸術が喧伝されていた。又，ラスキンの影響も見逃がせたいο
プルーストは，彼の著作『近代国家論~ Modern Paintersを通して，絵画
の技法の詳細を知ったし，ジヨット Giotto，フラ・アンジェリコ FraAn-
gelico， カルパッチョ Carpaccio， ベルリーニ Bellini， マンテーニャ
Mantegnaへの愛好も彼から学んだのであるO
フ。ルーストと絵岡の親密度は，彼自身，ボードレール Bdudelaire と同
様， (あるいは，絵筆をとるアルベチーヌ Albertine と同様にして〉デッ
サンを試みている， という事実や， ~楽しみと日々 JI Les Plaisirs et les 
jours (1896年)冒頭の， 22才で夫折Lたイギリス人の友，ウィリー・ヒー
5) Simone Kadi， La peinture chez Proust et Baudelaire， La pensee universelle， 
1973， p.85. 
6) Ibid， Georges Cattauiからの引用。
7) Andre Maurois，前掲書， p. 124. 
8) Ibid， p.51. 
9) Simone Kadi，前掲書， p. 85. 
10) Andre Maurois， p.179. 
11) Simone Kadi， p.33. 
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ス Wil1ieHeathへの献辞にうかがわれる。ヴァン・夕、、イク VanDyck 
の貴公子にたとえられたこの人物にブルーストは語る。 rあなたの誇りの
優美さが正当にもヴァン・ダイクの芸術に属するものであるとしても，あ
なたは，あなたの精神生活の不思議な強さによって，むしろ，ダ・ヴイン
チに属していたJ<(Si la grace de votre五erteappartenait de droit a 
l'art d'un van Dyck， vous releviez plutot du Vinci par la mysterieuse 
intensite de votre vie spirituelle.)> こうして，彼は， ダ・ヴインチの
『聖ジャン・パチストJの再来とされるのである。一個の生身の人間であ
った友人を芸術作品になぞらえることが， この上もないオマージュになり
おおせている。事物(人間も含んだ)と作品の類似の中に見出される，芸
術と現実の，芸術が現実を崇高化し，他方，現実が芸術をよりレエルにし
ていく上昇的相互作用に，すでに， フ。ルーストの絵画に対する性向がうか
がわれるのである。実際，彼の絵画に対する関心には並々ならぬものがあ
った。旅行も外出もほとんどできなくなった時期で‘も，たった一枚の絵を
見るために，彼は，ハーグやパドーヴァへ出かけたので、ある。 1921年のあ
る日，彼は， ジャン=ルイ・ヴォドワイエに書いている。 r今朝フェノレメ
ールとアングルを見に行くため，私は眠りませんでした。死人に近い私で
も，あなたの腕で、支えて，案内していってくれないでしょうかJ <(Je ne 
me suis pas couche pour aller voir ce matin Vermeer et Ingres. Voulez-
vous y conduire le mort qus je suis et qui s'appuiera a votre bras?)> 
(蛇足ながら，この展覧会を見物している最中，彼は身体に不快を覚え，
この経験を，ベノレゴット Bergotteの死の挿話に利用した， とのことであ
る。)それでは， この熱烈な美術愛好家フιノレーストの鑑賞限はどの程度の
ものであったであろうか。彼の親友， リュシアン・ドデ LucienDa udet 
12) Marcel Proust， Jean Santeuil precede de Les plaisirs et les jours， Ed. Pleiade， 
p.6. 
13) Andre Maurois， p.179. 
14) Ibid. p. 296. Mauroisによる引用。
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(作家アルブオンス・ト、デの息子)は， 次のように述べてL、る。彼は
すぐ、れた美術批評家で、した。当時は，誰も，そんなことを知らなかったの
ですが。彼が一枚の絵の中に発見するものはすべて，絵画技法的にも，知
的にも，立派に通用する驚嘆すべきものでした。それは恋意的な個人的印
象というのではなく，一個の絵画の忘れ難い真実といったものでした…」
<(Il etait un grand critique d'art. Personne alors n'en savait rien. 
Tout ce qu'il decouvrait dans un tableau， a la fois picturalement et 
inteliectuellement， etait merveilleux et transmissible; ce nもtaitpas une 
impression personnelle， arbitraire， c'etait l'inoubliable verite du 
tableau.・〉
伝記中からひろい出したブーんーストの絵画環境は， ざっと，以上のごと
くである。社交生活を通じて，あるいは，美術館めぐり，ラスキンの読書
を通じて，彼は，絵画史的にも，技法的にも，能う限りの知識を得たこと
が理解される。『失われた時を求めて」中に， どれほど多種多様な絵画が現
われてこようとも，それらは，作者の現実生活に裏打ちされたものである
だろう O が，伝記が教えてくれるのは.彼の知識の広がりだけである。絵
画体験のつみかさねから， フ。ルー ストが， 自己の内部に形成Lていった絵
画観，そして， とりわけ，その体験が内化されてゆく過程はどんなもので
あったろうか。
次に，作品中の絵画の世界を検討することにしたし、。
E スワンと絵画
1. スワンのディレッタンティスム
作品冒頭，話者の幼少期のコンブレの世界におけるスワン Swann は，
話者の一族から，株式仲買人の父よりはるかに劣った存在と見なされてい
るO コンブレの夕闇に包まれた， このぱっとしない隣人が父に劣る理由の
一つは I¥'、つでも骨董品や絵に〈のぼせあがっていた〉が，今も， コレ
15) Ibid. p. 70. 
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クションを山積みした古い邸宅に住んでいるJ~…ayant toujours eu une 
~toquade)> d'objets anciens et de peinture， ildemeurait maintenant 
dans un vieil hotel OU ilentassait ses collections)> (I. p. 16) という点
にあるO あるいは，マルセルの家人が，フィガロ紙に，スワン氏所蔵のコ
ロ Corotの絵の記事を見勺け出す(といって，この記事で，スワンの評
価が良い方に改まる結果にはならないが)(I. p. 22)，又，イタリア旅行の
たびに彼はマルセルに名作の写真を持ってきてくれ(I.p. 19)，そうした土
産の一つが，ベノッツオ・ゴッツォリ BenozzoGozzoliの複製画だと後に
わかるのである(I.p. 37)。
かくして，生活の実態が我々に示される以前，趣味人スワンのシルエッ
トだけは，既に，示されているのであるO
そして1:'スワンの恋~ Un amour de Swann (叙述としてはコンブレ
の後に来るが，年代的にはコンブレに先行するエピソード)の中で，スワ
ンは，ディレッタントとしての姿を現わす。オデット Odetteとの恋の初
め，彼女の誘いに対して，彼は， I実際は数年前から放棄したままの，フ
ェルメール・デ・デノレフトの研究J~une etude-en realite abandonnee 
depuis des annees-sur Ver Meer de Delft)>を引き合いに出している
(I. p. 198)。そして，彼女との恋に触発されたかのように，この研究を再
開しでもいる (~Maintenant qu'il sもtaitremis a etude sur Ver Meer...)> 
I. p. 353)。この事実は，我々に，社交人スワンの絵画愛好が単なるスノピ
スムによるものでなく，ちょうど，ヴァントイュ Vinteuilのソナタが彼
に音楽世界を啓示したのと同様な，ある純粋に芸術的な感動を推察させ
る。が，音楽の場合と異なって，スワンの絵画観を決定的にしたで、あろう
この体験，社交生活の中で密かに彼がフェノレメールの研究を続行するに至
った根本の動機は明きらかにされることがない。
16)ブルースト自身は，フェルメールに関し， ヴォドワイユにこう書き送ってい
る。 rハーグの美術館で『デルフト風景』を見て以来，私は，世界で最も美しい絵
〈次ページへ続く)
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彼のディレッタンティスムは， この，スワンに苦手の，思考と忍耐を要
する画家研究を通してでなく L数度の立及は，引用でわかる通り，研究の
内容に一切触れなし、)， 彼独特の街学的な癖ー一一現実の人間の中に名画に
描かれた人物の顔立ちを見つけ出す癖，を通して示されるのであるO 彼
が， rジヨットの f忍愛Jは元気ですかJ<{Comment va la Charite de 
Giotto ?>とたずねれば，それは，コンブレの妊娠して真丸く太った料理
女を指している(1.pp. 80-81)。あるいは活者の友人ブロック Bloch
は，ベルリーニの了マホメット二世の肖像Jに結びつけられる ({Ce
garcon que j'ai vu une fois ici， qui ressemble tellement au portrait de 
Mahomet II par Bellini...> 1. p. 97)。こうしたスワンの癖，というか，
能力が，最大限に示されるのは，サン・トゥーヴェノレト Saint-Euverte邸
の夜会においてである。邸の玄関に立ち並んだ従僕達がスワンに思い起こ
させるのは， rノレネサンスの絵にあらわれた死刑執行人J<{l'executeur 
dans certains tableaux de la Renaissance> (1. p. 323)， rマンテーニャの
波澗に富んだ絵に見られる，純粋に装飾的な戦士J<{ ce guerrier purement 
decoratif qu'on voit dans les tableaux les plus tumultueux de Mantegna> 
(1. p. 324)， rサン・ゼーノの祭壇後部の装飾画とエレミターニのプレスコ
画J<{le retable de San Zeno et les fresques des Eremitani> (Ibid.)， 
「巨匠(マンテーニャ)のノミドーヴァ人のモデル，あるいは，アルブレヒ
ト・デューラーのザ、クセン人のそデ、ノレJ<{quelque modele padouan du 
〈前ページより続く〉
を見た，ということを知りました。J<:Depuis que j'ai vu， au Musee de la Haye， 
la Vue de Delft， j'ai su que j'avais vu le plus beau tableau du mond巴.:>
Andre Ma urois，前掲書 p.181における引用。もっとも，この書簡は， 1921年5
月2日付であるから『スワン家の方へ』出版 (Grassetから1913，N. R. F.から
1917)より後のものである。
17)同様に，彼の御者レミ Rるmiは，アントニオ・リッツオ AntoineRizzoの『総
督ロレダーノJIdoge Loredan，パランシ氏 M.de Palancyはギルラン夕、ー ヨ
Ghirlandajoの彩色画，デュ・フツレボン医師 docteurdu Boulbonはティントレッ
トTintoret作の肖像画に。(1.p. 223) 
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Maitre ou quelque Saxon d'Albert Durer)> (Ibid.)， r-マントーヴァの画
家が絶えず研究したギリシャ彫刻J<la sculpture grecque quモtudiait
sans cesse le peintre de Mantoue)> (Ibid.)等々，である。
さて，スワンのこの癖は単なるディレッタントの遊びに過ぎないのだろ
うか。スワンと絵画の関係は，皮相なものにとどまって，スワンに自己満
足しかまたらさないのであろうかc ここで，彼の癖のー特殊例を検討する
ことlこLtこL、。
2. オデットとセフォラ
オデットを 2度目に訪問した時，突然，スワンは，彼女とボッティチェ
ルリ Botticelli描くところのイェテロの娘セフォラの類似に鰐かされる
(<Elle frappa Swann par sa ressemblance avec cette五gurede Zephora， 
la file de Jethoro， qu'on voit dans une fresque de la chapelle Sixtine.)> 
1. p. 222)。そして，この瞬間から，オデットとフィレンツェ派の傑作とは
固く結びつき切り離せないものとなり，彼女が作品の価値を高め，又，作
品が彼女の美を増すという関係になる O
ところで，彼らの恋の当初，スワンは，オデットに魅力を感じていな
い。彼女の美しさを認めても，それは， r彼には無縁の，欲望を感じさせ
ることもなく，一種の肉体的嫌悪を引きおこしさえする種類、の美J<un 
genre de beaute qui lui etait indi能rent，qui ne lui inspirait aucun 
desir， lui causait meme une sorte de repulsion physique...)> (1. p. 195) 
なのだった。あるし、は，又， 1"彼が自分でそうと気づかないまま求めてい
た肉体的特質は，彼の愛好する巨匠達に描かれあるL、は彫刻された女性の
中に彼が賛嘆する特質とは完全に対立するものだったJ<les qualites 
physiques qu'il recherchait sans s‘en rendre compte etaient en complete 
opposition avec celles qui lui rendaient admirables les femmes sculptees 
ou peintes par les maitres qu'il pref仕ait.)>(1. p. 192) 
しかしオデットとセブォラが同一視される時，今まで分離していたス
ワンの美的関心と肉体的関心は，オデットの中で，i軍然と一体化するので
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あるO スワンは，もはや，彼女の顔を，かつて彼が気に入らなかった肉の
素材によってでなく，理;型化された肖像画を通して評価する(<:Iln'es-
tima plus le visage d'Odette selon la plus ou moins bonne qualite de 
ses joues et d'apr凸 ladouceur purement carnee...mais. ..comme en un 
portrait d'el1e en lequel son type devenait intel1igible et clair.)> 1. pp. 
223-224)。そして，ボッティチェルリの傑作を基とする時，初めて，彼
はオデットに恋したと言えるのである (<:Cesdoutes (ses doutes sur la 
qualite de son visage， de son corps， de toute sa beaute) furent detruits， 
cet amour assure quand il eut a la place pour base les donnees d'une 
esthetique certaine)> 1.p. 224). 
数ヶ月の間，女に魅力を感ずることなく，手を出すこともしなかった後
でのスワンのこの変化は，唐突で，あまりに技巧的に過ぎるであろうか。
あるし、は， この間，無自覚なままに進行していた彼のオデットに対する愛
が，ボッティチェルリの絵を触媒にして一挙に顕在化したとでもいうので
あろうか。が，スワンの恋の新しい局面の本質は，そうした次元に求めら
れではならない。そうではなくて，スワンにとっての現実が質的に変化し
た， という点にこそ留意すべきであろう O ヴァントイユのソナタの小楽節
が示したと同じ現実 (1自分では信じることをやめていたが，再び自分の
生涯をそれに捧げたい欲求と力を感じる，あの目に見えぬ現実の一つ」
<:une de ces realites invisibles auxquelles il avait cesse de croire et， 
auxquelles...il sentait de nouveau le desir et presque la force de 
consacrer sa vie)> 1. p. 211)，オデットと七フォラの類似の中に示される
のは， この，軽悦浮薄な社交生活と相入れず，芸術作品を通じて確かめら
れる現実なのだ。この現実の力こそが，オデットの存在を変え，スワンの
感受性を蘇えらせるのである r恋してからというもの，スワンは， 自分
を芸術家と信じていた青春時代におけると同様，事物に魅力を見出すよう
になっていたJ<:Swann en (du charme) trouvait aux choses， depuis 
qu'il etait amoureux， comme au temps ou， adolescent， ilse croyait 
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artiste.)> (1. p. 239)。又， r彼は，自分のうちに，軽薄な生活で消えはて
ていた青春期の霊感が再び生まれるのを感じていたJ-(11 sentait renaitre 
en lui les inspirations de sa jeunesse qu'une vie frivole avait dissipees...)> 
(Ibid.) 
かくして，現実の人間と巨匠に描かれた人物の間lこ類似を見出すスワン
の癖は，今は失った，かつての芸術への夢，の遠い反映であるかもしれな
いと察せられる O そして，彼の癖の一例である，オデットとセフォラの類
似は，彼が，絵画を外側から眺めるだけの存在にとどまることなく，社交
生活から芸術創造へ，ディレッタントからアノレチストへ，と変身する可能
性を伝えているのである。
3. スワンの限界
スワンは変身を遂げたで、あろうか。
スワン夫人となったオデットのサロンで，上にみた，今は遠い過去のも
のとなったスワンの経験が，話者のマルセルに，伝達される O
フェルメールが話題になった時，オデットがこの画家を知っていること
に驚いたマルセルに，彼女は答える。「この人が私に言い寄っていた頃，この
画家に大変うちこんでいらしたのJ-(C'est que je vous dirai que Mon-
sieur (Swann) s'occupait beaucoup de ce peintre-la au moment ou il 
me faisait la cour.)> (1. p. 534) しかし，スワンは何の反応も示さず，
現在の彼の愛人と見なされる婦人の話へ，まんざらでもない様子で，帰っ
ていくのであるO 彼は画家研究をとっくに放棄していた。
が，彼の癖だけはまだ執勘に残っている。ブラタン夫人 MmeBlatinの
名が出た時の彼の言葉。 rひどい女だ。とりえといえば，サヴォナローラ
に非常に似ていることだけだ。あれは，まさしく，フラ・パルトロメオ作
のサヴォナローラ像だよJ-( Quelle horreur! Elle n'a pour elle que de 
ressembler tellement a Savonarole. C'est exactement le portrait de 
Savonarole par Fra Bartolomeo.)> (1. p. 535)この言葉は，次の，ベノ
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ッツオ・ゴッツォリがメディチ家の人々を抗きこんだ点ですでに時代錯誤
な東方の三博士の行列図に，スワンが，同時代のパリ著名人士すべての姿
を見出す (Ibid.) とL、う主張と共に，彼の癖一絵画と現実の人聞を結びつ
ける癖が，かつての，芸術へのつつましいノスタルジーから，オトマティ
スムに堕した，おしつげがましい悪趣味に変質したことを物語っている O
それでは，かつて，スワンがオデットとセフォラの類似の中に垣間見た
新しい世界はどうなったか。現在の彼の部屋にあるのは，かつて，彼が抱
きしめたセフォラの複製ではなく，美と若さを身にけける以前のオデット
の， ごく質素な古い銀版写真である(<( un petit daguerreotype ancien 
tout simple.. .duquel la jeunesse et la beaute d'Odette， non encore 
trouvees par elle， semblaient absentes)> I. p. 617)。それと，スワンは，
東洋風の青とバラ色の素晴らしい肩掛けを持っているが，それは， この肩
掛けが， r まさに『聖母賛歌~ (ボッティチェノレリ作)の聖母のそれであ
るJ<(C'etait exactement celle de la vierge du Magnificat.)> (I. p. 618) 
が故に，妻にまとわせようと願ったものなのであるO スワンは，今も，妻
の中に，ボッティチェノレリの女の風情を味わおうとしている O が，彼が経
験した魂の高揚は，表現を与えられることなく，一回限りのものとして，
今は，粗末な一枚の写真と，風変わりな布切れに卑小化されてしまったわ
けである。
かくして，スワンのディレッタントから芸術家への変身は行われなかっ
たので、ある。
スワンの知的生活を占めていた絵画の世界は，表面的，知的なままにと
どまった。天啓のように訪れたオデットとセフォラの融合は，スワンを新
しい地平に導かなし、c 彼は， この感激を自己の内面で発酵させ，一個の創
造へ昇華させる道をとらない。彼にとって，絵画は内化されることなく，
彼の生き方を変えることもなかった。かくして，スワンは， コンブレ時代
の姿そのままであるだろう O
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「ある絵について意見を述べたり感嘆の念を表明するよううながされて
も，彼は，ほとんど無愛想な沈黙を守っていた。そのかわりに，その絵が
ある美術館とか，それが製作された年代とかについての物質的情報を提供
して埋めあわせるのだった <(Provoquea donner son avis， a exprimer 
son admiration pour un tableau， il gardait un silence presque 
desobligeant， et se rattrap!lit en revanche s'il pouvait fournir 
sur le musee ou il se trouvait， sur la date OU ilavait ete peint， un 
renseignement mat仕iel.)>(1. p. 17) 
E マルセJL.と絵画
1. 現実と絵画一一一スワンの痕跡
コンブレの隣人スワンが子供のマルセルに名画の複製を与えていたこと
は既に触れたコ又，俗悪さや実用性を嫌「て孫マルセノLに芸術の崇高を味
あわせようと願う祖母は，傑作の複製について，スワンに意見を求めたも
のだった(1.p. 40)。話者マルセノレの美術の教義は，直接，間接に，スワ
ンを通して培われていったと言いうるのであるC 母が初めてマルセルの要
求に屈服した夜，父の怒りを予期しておののく母と息子の前に， rスワン
氏がくれたベノッツオ・ゴッツ才リの複製画の， (妻)サラに(息子)イサ
クを捨てよと告げるアブラハムの身振りでJ<(avec le geste d'Abraham 
dans la gravure o'aprとsBennozzo Gozzoli que m'avait donnee M. 
Swann， disant a Sarah qu'elle a a se departir du cote d'Isaac)> (1. p. 
36)父は現われる。話者の生涯にとっても，又、 JiE者と絵画との関わりに
とっても原初的なこの情景に，現実の姿と巨匠の絵画を重ねあわせるスワ
ン的図式が示されている。絵画の教義において，そして，性向においてマ
ルセルはスワンの弟子である。
かくして， マルセルは， スワンの癖を継承するO 例えば， パルベック
Balbecのホテルに初めて登場するサン・ルーSaint-Loupの姿は，マル
セルの日に， I~風景の前面に人物を置し、ているあれらプリミティヴ派の絵
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の現代版J<(un equivalent moderne de ces toiles OU les primitifs 
faisaient apparaitre la五gurehumaine au premier plan d'un paysage.)> 
(I. p. 729)として映る。文，部屋の窓から見る海岸の風景は，ある時は，
「日本の版画の陳列J<(une exposition d'estampes japonaises)>であり，
夕方の水平線に溶けげむ船は，「印象派の画J<(toile impressionniste)>で
あり，ある日は~雲のエチュード<(etude de n uages)>が見られ，空
と海の色がホイッスラーの「灰色とパラ色の階調1 <(harmonie gris et 
rose)>を思わせる(I.pp. 804-805)。又， ドンシエール Doncieresの古
道具屋は，ローソグの炎に照らされて， I貴重なレンプラントJ<(un 
inestimable Rembrandt)> になる (I.p. 97)。等々。例は無数にある O
現実と絵画を重ねあわせて生の味わいを増すという態度は，スワンとマ
ルセルに，確かに，共通しているO が，しかし一点，即ち，顔立ちにの
み注意が向げられたスワンに対して，話者の重ねあわせは，はるかに，広
範聞にわたっている O 上の限られた例で言っても，事物(海岸，船， Z，
空)， 色彩， 人物と背景の構図，にまたがり， このようにして，マルセル
は，現実の事象一般(目に見えるものすべて， と言って良いだろう)に，
絵画との類比を拡張させていくのである C それは，現実の事象を他のもの
で置きかえる点で，メタフォールに近づき，他方，印象の共通性で現実の
事物と記憶中の絵画が結びつく点で， レミニッサンスの現象に近いものと
なる。
さらに，又，オデットの中にボッティチェルリを求め続けたスワンに対
しマルセルがアルベノレチーヌに見出すものは一定不変というわけではな
い。 I古代芸術やジヨットーにふさわしいスポーツ好きな乙女達の行列」
<(une procession sportive digne de l'antique et de Giotto)> (I. p. 807) 
の中に眺められた彼女は， 回想の中で， I緑の背景に浮かびでるベノッツ
オ・ゴッツォリの人物J<(une五gurede Benozzo Gozzoli se 必tachant
sur un fond verdatre)> (II. p. 69)に変わる。あるいは，彼女の髪の房
に，彼は，エルスチール Elstirのラファニノレ風の絵tこ見られる遠近効果
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を見出す (II.p. 71)。あるいは，又，眠る彼女の姿勢をダ・ヴインチの
或る戯画に重ねあわせる (II.p. 81)。
マルセルの印象の多様さ，感覚の柔軟性，動性は，スワンの一方的な思
いこみ，セフォラへの偶像崇拝，視線の硬直性と，はっきり対立するもの
である。
話者マノレセノレの絵画の知識，現実と作品を対照させずにおれない性向，
のうちに，我々は，スワンの痕跡を認めざるを得ない。しかし，一点に停
滞したスワンを越えて，絵画と現実の問により広範囲な類比を求めるマノレ
セルには，新たな発見が可能で、あるだろう O
2. イニシアシヨン一一エルスチールとの出会い
音楽家ヴァントイユと彼の音楽が，現実の音楽家あるいは音楽作品をそ
デルとして，ブルーストが作り出した理想の音楽だとすれぽ，エルスチー
ノレも又， フ。ルーストの絵画体験を集約した理想の画家の一典型とみなされ
る(シモーヌ・カディによって列挙されたエルスチールのモデルは，ホイ
ッスラー ， シスレ Sisley，モネ Monet，マネ Manet，ノレノワール Renoir，
ヴュイヤール Vui1lard，ブダン Boudin，トA ゥガ等である)c
パルベッグで，マルセルは，初めて，それも祖母にせかされて，いやい
や，エルスチールのアトリエを訪れる O が，それは，新しい世界への参入
だった。ひとたびマトリエに入ると私は完全に幸福であるのを感じ
た。なぜなら，私を取りまく習作のすべてによって，私は，今まで，現実
18)が， 彼は，芸術と想像力の遠景の中に彼女を見て， 束の間の興奮を覚える。
くElleavait a ce moment-Ia l'apparence d'un巴 Oeuvred'EIstir ou de Bergotte， 
j'eprouvais une exahation momentanee pour ele， lavoyant dans le recul de 
l'imagination et de l'art.> (IlI. p・56)この場合，芸術作品と女性との類似が欲望
を生じさせている点で，マルセルは，スワンと同じだ，と，指摘しておかなければ
ならなし、
19) Simone Kadi， 1JIj掲書 pp.226-227.又， ビュトー ノレはエノレスチー ル(ELSTIR)
にホイッスラー (WHISTLER)のアナグラムを見ている。 MichelButor， Les 
oeuvres d'art imaginaires chez Proust in Repertoire Il， Ed. de Minuit， 1974. 
p.266. 
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の情景全体から切り離して見ることのなかった多くの形の，喜びに満ち
た，詩的な認識に，自分が高まってゆく可能性を感じたから。そして，私
には，エルスチールのアトリエが，一種の新しい世界創造の実験室のよう
に思われた・・・J{)e me sentis parfaitement heureux， car par toutes les 
etudes qui etaient a utour de moi， je sentais la possibilite de mもlever
a une connaissance poetique， feconde en joies， de maintes formes que 
je n'avais pas isolees jusque・ladu spectacle total de la r白lite. Et 
J'atelier d'Elstir m'apparut comme le laboratoire d'une sorte de nouvelle 
creation du monde.)> (1. p. 834) 
絵画は現実を忠実に模写するだけのものでなく，再創造するものであ
り，もはや，単なる美的鑑賞の対象ではなく，現実認識の媒体となるので
ある O それでは，絵画を世界の創造に高めるために画家エノレスチーノレが払
う努力とはどんなものであるだろう。話者マノレセルがエルスチールの絵に
発見する創造の技法はどんなものか。
「もしも，父なる神が名を与えることによって事物を創造したとすれ
ば，エルスチールが事物を再創造するのは，名を取り去ることによって，
あるいは，別の名を与えることによってであるJ<:Si Dieu le Pere avait 
cree les choses en les nommant， c'est en leur otant leur nom， ou en 
leur donnant un autre， qu'Elstir les recreait.)> (1. p. 835)名を通して物
を概念化する理知の働きが排除され，名づけられる以前の感覚がとらえた
印象から彼の画面は作りあげられるO エルスチールが，例えば，海を描く
とすれば， r私は海を描くのだ」と考えて海を描くのではなし、。海とも山と
も空とも他の何とも名指される以前の，後から来る理知によって海と説明
される以前の， したがって，原理的に，何でもありうる，今，この瞬間に
私の心を捉える世界の断片，を描くことになるはずである。彼の技法の出
発点は， この反理知，印象第一主義にある。〉かくして，マルセルが手にす
20)エルスチールとマノレセルの出会いという現時点を問題にしているのであって，彼
の作風の変化は次の章で、触れる。
26 第6巻第1号(人文・自然・社会科学編)
るカルクチュイ Carquethuit港の絵には， 1街を措くためには海の要素L
か用いず，海を描くためには都市の要素しか用いなし、J<(En n'employant 
pour la petite ville que des termes marins， et que des termes urbains 
pour la mer)> (1. p. 836)比轍的技法，岩の間でエビを漁る女達が，
「奇跡的にわかれた波の聞に聞かれ守られ，上方に船や海が迫り出した海
の洞窟J<( une grotte marine surplombee de barques et de vagues， 
ouverte et prot句eeau milieu des flots ecartes miraculeusement)> (1. 
p. 837)の中に描き出される，北斎風の遠近法，が見出される。エルスチ
ールの努力は， 1事物を， こうであると彼が知っているようには描かず，
我々の最初の印象が作られるあの視覚の錯誤にしたがって描くJ<(ne pas 
exposer les choses telles qu'il savait qu'elles etaient， mais selon ces 
illusions optiques dont notre vision premiere est faite)> (1. p. 838)と
いう点にあるのであるO
マルセルは，眼前の現実と既存の絵画の類似一直感がとらえたものとい
っても表面的に届まったものーから，絵画の中に示された芸術家の試み一
絵画内部に表現された，画家によって内化された現実，の理解に進む。要
するに，エルスチールは，マルセノレに，世界の見方を教えるのであるO
スワンの段階からエルスチールへの段階は両者にとってのオデット像に
も見てとれる O スワンの場合，オデットの現実の姿はボッティチェルリに
還元される。 スワンは観照者にすぎない。一方， かつてオデットの恋人
であったとされる (II. p. 440) エノレスチー ルが， uミス・サクリバンJ
Miss Sacripant として描くオデットは， 彼だけが見出したオデット，
誰も見なかった，モデノレのオデットその人にも似ないオデットなのだ。即
ち，それは，エルスチールが創造したオデットなのである O
3. 絵画と現実一一エルスチール以後
エルスチールのイニシアシヨンを経た後のマルセノレは，現実をどのよう
に眺めるか。
先づ， マノレセノレの詠嘆。「ああ， カノレクチュイへ行ってみたいJ<(Ah! 
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que j'aimerais alIer a Carquethuit!::;} (I. p. 854)。エルスチールの絵で見
た風景を現実の風景の中に認めたし、彼の欲求。絵に促がされて，マルセル
の関心は現実へと向う。同様にして，食卓上のありふれた物体にしても，
エルスチールの水彩画の中にそれらを見てからというもの，マルセルは現
実の中にそれらを再発見しようと努め，詩的なもののようにそれらを愛す
るのである (<(Depuisque j'en avais vu dans des aquarelles d'Elstir， 
je cherchais a retrouver dans la 同alitとj'aimaiscomme quelque chose 
de poetique， legeste interrompu des couteaux etc..:;} I. p. 869)。マル
セノレは，現実に個性を与えた画家のヴィジョンをもって，現実を見ょうと
意欲する。かつては，現実の中に絵画を連想していた，言L、かえれば，現
実が絵画を思い出させていた。ところが，今や，絵画が現実発見の導き手
となったので、あるO 二度目のノくルベック滞在では，当然， 「エルスチール
に教育された私の目は， 最初の年， 見るすべを知らなかったものを熟視
するJ<(Mes yeux instruits par Elstir.. .contemplaient longuement ce 
que la premiere annee ils ne savaient pas voir:;} (1I. p. 783)何度も通
った場所(レ・クルニェ LesCreuniers)にしても，エルスチールの絵で、
教えられるまで，美を感ずることはなかった(I.p. 901)のである。
こうして，世界ぱ，エノレスチール的な新しい視点にしたがって，再編さ
れてゆく O と同時に，それは，エルスチールの絵のそれぞれが作りあげる
一つの世界への接近にもなるのである I私が彼の絵に，絵そのもの以上
の良きもの(現実の何物か)の理解と愛に導いてくれることを望んだとす
れば……，今は，逆に，私の欲望を刺激するのは， これらの絵の独創性や
魅力であり，私が特に見たく思うのは，エルスチールの他の絵で、あった」
<(Si j'avais demande a sa peinture de me conduire a la comprehension 
et a l'amour de choses meilleures qu'elle-meme...， maintenant au 
contraire， c'etait l'originalite， laseduction de ces peintures qui excitaient 
mon desir， et ce que je voulais surtout voir， cもtaitd'autres tableaux 
d'Elstir::;} (1I. p. 125)絵の理解から出発して現実を新しい目で、見た後，
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話者は，再び作品の世界に帰ってくる。このようにして見られたエルスチ
ノーレの作品は， r越えがたい国境を持った，比類ない素材から成る，閉ざ
された王国J<un royaume clos， aux frontieres infranchissables， a la 
mati討esans seconde)> (Ibid.)として現われる。
そして，エルスチーノレの世界を理解していった過程を，マルセルが，他
の芸術家達にも適用していくことが可能ならば，彼にとって，現実は平板
な固定した枠組で、示された単一な現われをするのでなく，多様な美に飾ら
れた，探求に値する世界として示されるに違いない。例えば，ルノワール
という画家が出現する。と，世界の様相が変わる r女達が通る C かつて
の女達と違う。彼女達はルノワールだ。かつて，我々がそこに女を見るこ
とを拒んでいたあのノレノワーノレの絵だ。馬車も又ノレノワーノレだO そして，
水も空もJ<Des femmes passent dans la rue， di能rentesde celles 
d'autrefois， puisque ce sont des Renoir， ces Renoir ou nous nous 
refusions jadis a voir des femmes. Les voitures aussi sont des Reinoir， 
et l'eau， et le ciel..)> (I. p. 327)世界は一度だけ創造されたのではな
く，独創的な芸術家が出現するたひ、ごとに，くり返し，創造される(<…le
monde qui n'a pas ete cree une fois， mais aussi souvent qu'un artiste 
original est survenu...)> Ibid.)と言いうるのである。
そして，フェルメールに関して， (スワンはオデットにもマルセルにも
何も言えなかったが)， 話者は， 恋人アノレベルチーヌに，少くとも，次の
ように言うことができる。「君はフェルメールの絵を見たと言った。君は，
それらが同じ一個の世界の断片だということ，し、かに天才をもって再創造
されたとはいえ，それが，常に，同じテーブノレ，同じ紋盆，同じ女，同じ
新しい無類の美，なのだ， ということがよくわかっているね，似たものが
何もなく，説明する何ものもない当時にあっては謎の美二だったんだが」
<Vous m'avez dit que vous aviez vu certains tableaux de Ver Meer， 
vous vous rendez bien compte que ce sont les fragments d'un meme 
monde， que c'est toujours， quelque genie avec lequel elle soit recreee， 
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la meme table， lememe tapis， la meme femme， la meme nouvelle et 
unique beaut己enigmea cette句oqueou rien ne lui ressemble ni ne 
l'explique... :;}(II. p. 377) 
マルセルと絵画の関係は，現実の風景と絵画の重ねあわせに示されるデ
ィレッタントの段階から，限前の絵に結果する画家の創造行為の意味の解
明にと至りつく O 彼の興味は，スワン的な，現実と絵画の類似から，エル
スチールの技法の理解を通して，現実をどのように見るか，に移ってゆき，
当然，それは，他の画家の絵の理解も深め，最終的には，個々の絵画を越
えた，画家の個性が日常の現実を内化することによって創造した画家独自
の世界の把握に進む。そして，ありのままの日常的現実よりも，又，表現
に移された現実ー絵よりも，現実を捉え表現する芸術家の優位こそが確立
されるO なぜなら， 1"一切の価値は画家の視線のうちにあるJ<Tout le 
prix est dans les regards du peintre:;} (11. p. 421)のだから。
結局，マノレセノレのたどる過程は，芸術創造の意味の発見の過程と言いう
るだろう O
N r失われた時を求めて』と絵画
前章までで，絵画体験を通じて，話者マノレセルが， 自己の天職(芸術作
品創造)の自覚へと準備されてゆく様を見た。これは，当然，作品構成を
反映したものにならざるを得ないが， ここで，あらためて，作品構成と絵
画の照応を， より際立たせてみたい。
1. エルスチールの変遷
パルベックで， ~ミス・サクリパン』のモデノレがかつてのオデットだと
悟ったマルセノレは，現在のエルスチールがかつてピッシュ Biche と呼ば
れていた画家だと知る1"素晴らしい会話をあやつり，すべてのものを支
配する，この天才， この賢者， この弧独者，この哲学者が，かつて， ヴェ
ルデュラン家の一員であった滑稽な背徳的な画家だったなんてことがあり
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うるだろうかJ<{Serait-il possible que cet homme de g白ie，ce回 ge，
ce solitaire， ce philosophe a la conversation magni五queet qui dominait 
toutes choses， fut le peintre ridicule et pervers adopte jadis par les 
Verdurin?) (1. p. 863)俗悪なビッシュから巨匠エルスチーノしへのこの変
身が物語るものは何か。ビュッシュ以上の洗練を誇りながら，後に，悪趣
味に陥るスワンがやらなかったことO それは. 1彼が，最後の化身に先行
する滑稽で醜悪な化身の全段階を踏んだJ<{il a p吐ssepar toutes les 
incarnations ridicules ou odieuses qui doivent preceder cette derniere 
incarnation-la.) (1. p. 864) ということ， r誰もかわりにはやってくれな
い旅J<{trajet que personne ne peut faire pour nous) (Ibid.)の後，
「実生活の万人に共通な要素から， これらの要素を凌駕する何物かを引き
だしたJ<{ (nous avons) des elements communs de la vie...， extrait 
quelque chose qui les depasse) (Ibid.)とし、うことである。
ここに圧縮して示されるエルスチーノしの変身は，話者の現実訪復と作家
への転進の簡略な見取図なのであるO 又，同時に， ここには，最後の化身
に至るまでの話者の経験すべての正当化がある O 勿論， これ以後に話者が
たどる道筋の予示ともなっているO 現に，エノレスチールは，マルセルをマ
ノレベルチーヌに引き合わせることによって (1エルスチールは， 私がアル
ベルチーヌに会える小さなマチネを開いてくれたJ<{J'ai r釦sia ce 
qu'Elstir donnat une petite matinee OU je rencontrerais Albertine.) 
I. p. 870)，彼を，試練の場へと送りこむのであるO かつて，スワンとオデ
ットを結びつけようとしたのもエルスチールで、あった (1画家は， すぐさ
ま，スワンに，オデットと共にアトリエに来るよう誘ったJ<{Le peintre 
invita tout de suite Swann a venir avec Odette a son atelier.) 1. p. 
203) スワンの場合，苦悩の経験から何も引き出せなかったが。 したがっ
て，エルスチールは，創造への道に立つ者に試練の指示を出す役目を負っ
ているのである O
では，エルスチールの作風の変化はどうなのであろうか。風景や現代風
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俗や静物を写実的にあるいは印象派風に描く現在のエルスチールは，最
初，神話風な情景 tableauxmythologiquesをテーマにし，次いで，日本
美術の影響を受けたとされる(1.p. 835， 11. p. 125)。あるいは，マネの模
倣時代があり (I.p. 500)，あるいは，シャルダン Chardinやベロノー
Perroneauに， 1自己の作品の先駆的断片J<{fragments anticipes d'ぼ uvres
de lui~ (I. p. 420)を見出している。これを基本的に示せば，神話時代
→影響時代→現在， となろう。言いかえれば，現実の神話的解釈(想像力
あるいは空想，夢，原型的なもの)から，他者の視点による修正を加えて，
現在の認識に至るコース。そして， このコースは，作品中の各テーマの展
開が描く「名」から「物」へ至る線と重なる O 例えば，まだ会ったことの
ない「名」としてのジノレベルト Gilberteは.1"ベノレゴットを友とし.彼と
共に大聖堂を見学する特権的少女J<{la petite創leprivilegiee qui a vait 
Bergotte pour ami et allait avec lui visiter des cathédrales~ (1. p. 137) 
として話者に空想され，初めて見た後の彼女の映像も，実際は黒い日であ
るのに，金髪のせいで，いつも，鮮やかな空色の目の少女なのだった(1.
p. 141)。著名な芸術家を友に持ち，大聖堂をノくックに浮かびあがる，金髪
碧眼の神話的少女は，後に，バリで，彼を苦しめることになる。彼女ばか
りでなく， 1私にとってほとんど神話的になったあのスワンという名」
<{Ce nom， devenu pour moi presque mythologique， de Swann~ (1. 
p. 144)，この名も，マルセルがスワン家へ通うにつれて，神話の魅力を失
い，現実の姿をさらけ出してくる。あるいは，又，夢みられたノミノレベッグ
と現実のパルベック r私はパルベックに「キメリア人の国』を見出そう
と努めていた，そして，好天は，そこに存在するはずのないものだった」
<{Je cherchais a retrouver dans Balbec <{le pays des Cimmériens~ ， 
et de belles journees etaient une chose qui n'aurait pas du exister 
là...~ (1. p. 897)ありふれた海水浴の町は，彼には，霧に包まれた古代人
の都市だったのだ。アノレベルチーヌ(海洋神話の女神から囚われの女へ)， 
ゲソレマント公爵夫人 duchessede Guermantes (コンブレ教会の焼絵ガラ
32 第6巻第1号(人文・自然・社会科学編)
スの存在から，吹出物のある現実の婦人へ。オペラ座のベニョワールの女
神から単なるサロンの女主人へ)についても同様であるO 又， uスワンの
恋』が，スワンとオデットの生活の神話時代に，又， []コンブレ』が，話者
の生活史にとって， 神話時代を形成するO
エルスチールの作風の変イヒは，作品中のテーマの展開の基本的パターン
を反映したものとなっている。現在に，神話時代，影響時代が先行するの
である O
2. 作品構造の視覚化
時の経過の中に示されるエルスチールの生の諸段階，作風の変遷が，
「失われた時を求めて』という作品全体(話者マルセルの生成，作品構成)
との照応を含むものとしても， しかし作品内における絵画の本質は，無
限の空間から切り抜かれた瞬間の世界の呈示と共に，その視覚性一時間の
中に示されるものを，瞬間の凝視において示す点にあるのではなかろう
か。ここで，個々のタブローと作品との照応を一瞥Lてみることに Ltこ
L 、。
ヴァントイユのソナタの小楽節は， Iなかば開L、た扉のせまい枠の彼方
が，聞に置かれた光のピロードの中で異なる色調となって，奥行きを与え
ている， ピーテル・デ・ホーホの絵J<(ces tableaux de Peter de Hooch 
qu'approfondit le cadre etroit d'une porte entr'ouverte， tout au loin， 
d'une couleur autre， dans le veloute d'une lumiere interposee)> (1. p. 
218)と同じ構図の中に現われる。扉を境にした前景と，扉の彼方の世界が
異質な現実を構成するように， ソナタの他の部分と小楽節の部分は，質的
に異なるものとして，スワンに感じとられる。それは，楽器という扉の彼
方の音楽世界とこちら側のそれを取りまく現実(芸術の世界と現実の世
界) に， さらに， レミニッサンスを扉にした，現在の無感動な現実と，
見出された楽園としての現実とに，拡大されうる。即ち， 17世紀のオラン
21)例えば，ふと飲んだ一杯のお茶の味が，陰うつなパリの日常生活とよみがえった
コンブレの日々 を，一瞬，同時的に存在させる。(1.p. 44 et sq. i 
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ダの画家の絵は，音楽体験，あるいは，無意識的恕起のメカニスムの視覚
化なのである。
それでは， 1塔をいただく域が，上方に一個の搭，下方に(水に映った)
さかさまの塔をめぐらした，完全に円環状の城であるようにみえるJ<:un 
chateau coiffe d'une tour apparaissait comme un chate:.lu completement 
c;rculaire prolonge d'une tour a son f;ute， et en bas d'une tour 
inverse...)> (1. p. 839)エルスチーノレの絵はどうであろうか。この城の円
環性は，先づ， 1私は夜の大部分をコンブレでのかつての生活を思い出し
てすごすのだったJ<:je passais la plus grande partie de la nuit a me 
rappeler notre vie d'autrefois a Combray.一)>(1. p. 9)の尊入でコンブ
レが語られた後，再び， 1このようにして，長い間，夜中に目ざめて，私
がコンブレを追想していたI!J"'J<:C'est ainsi que， pendant longtemps， 
quand， reveille la nuit， jeme ressouvenais de Combray.一)>(1. p. 43) 
に帰って来，さらに， ブチット・マドレーヌでよみがえったコンブレの描
写の後， 1このようにして，朝まで， しはしば，私は， コンブレ時代を思
って過ごすのだったー.J<:C'est ainsi que je restais souvent jusqu'au 
matin a songer au temps de Combray...)> (1. p. 186)に帰って来る円
環性に結びつく。『コンブレJそのものが，現在のこの回想する「私」から
出発して， この「私」に回帰する環状の物語りなのであるO 又， rコンブ
レ』を部分として含む「スワン家の方へj]Du cote de chez Swann は，
作品の素材となる経験すべてを経験し終えた現在の私から出発してrFコ
ンブレj]~スワンの恋2 r土地の名』とし、う過去の描写後，再び， この現在
の私に帰ってくる (1私は，今年， 11月初旬のある朝，再び見出した……J
<:je l'ai retrouvee cette annee， ・・undes premiers matins de ce mois 
de novembre)> 1. p. 422)。そして，作品全体のスケーノレにおいては，作
品創造を決心するまで、に話者がたどった全過程そのものが，書かれるべき
作品の内容になろうと告げられる (II1.p. 899) ことによって，作品とユ
ルスチールの絵との相同性(実体としての域一作品と， ミラージュとして
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の域=作品が形成する円環性)が成立するのである O
それでは，1人気のない場所に行き暮れた，時代遅れの服装のちっぽけな
人物が，たどる道が切れてしまって， しばしば，深淵の前に立ちすくんで
いるように見えるJ<(…le petit personnage humain en habits 必modes
perdu dans ces solitudes semblait souvent arrete devant un abime， le
sentier qu'il suivait finissant la...)/ (I. p. 840)エルスチールのもう一枚
の絵はどうか。この旅人は，それでも，着実に，歩みを続けるだろう O と
いうのは，画面の彼の上方には，彼の歩行を可能にする細い道が現われて
いるのであるから (<(...troiscents metres plus haut dans ces bois de 
sapins， c'est d'un信 ilattendri et d'un c岳山 rassureque nous voyions 
reparaitre la mince blancheur de son S3 ble hospitalier a u pas du 
voyageur.ー)/Ibid.)。この絵は，生の目的も，到達点の自覚も持てないま
ま，しかし最終の地点へと誤ることなく上昇していく，話者の訪僅の様
をパノラマ化している， と考えられるO この「ちっぽけな人物j とは，時
の中を旅する，あるいは，試練の森をさまよう，話者その人であろう。実
際，作品の終りで，話者は次のように述壊する。 I私は，岩や木々の帳で
眺望がさえぎられた湖を見下ろす一本の道を登ってゆく画家のように生き
てきたJ<(J'avais vecu comme un peintre montant un chemin qui 
surplombe un lac dont un rideau de rochers et d'arbres lui cache la 
vue.)/ (II. p. 1035)そして，1時間の，日がくらむほどの頂上にとまって」
<(juche a son sommet vertigineux，)/ (II. p. 1047)， 1私は，眼下に，と
はいえ，私の内部に，はるかな高みから見下ろすように，多くの年月を眺
めて，めまいを覚えたJ<(J'avais le vertige de voir au-dessous de moi， 
en moi pourtant， comme si j'avais des lieues de hauteur， tant d'annees.)/ 
(Ibid.) 
無意識的想起の経験，作品構成がとる円環性，マルセルの成熟への道程
が，かくして，視像として，個々の絵に，呈示されていたので、ある。
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結び
『失われた時を求めて』における絵画の位置づけを試みてみた。
登場人物との関連では，先づ，スワンが，無知で、虚栄的な社交人達より
一歩進んで，絵画を個性的に眺める彼なりの流儀を持っている O しかし
それは，現実の人間と絵画の人物との類似を発見して喜ぶ，ディレッタン
トの態度であり，彼の知的進化は，この「芸術の手前にある段階J<stade 
situe en deca de l'art)> (1. p. 852)でストップしてしまう。エルスチー
ルの作品を媒介にして，マルセルは，スワンを乗り越え，絵画が画家の内
的世界の投影であることを理解する cr実人生で与えられているものは，
画家にとって， 自己の天才を高わに示す契機で、しかなし、J<Les donnees 
de la vie ne sont pour lui qu'une occasion de mettre a nu son genie.)> 
1. p. 851)。こうして，スワン的な，現実と絵画の類似よりも，むしろ，
同じ物体から成っているはずの現実世界と作品世界の風景の質的な差違，
その差違を生み出す画家の視点，の方へ，話者の関心は向けられる O 社交
人対絵画，スワン対絵画，マル七ル対絵画の道筋が示すのは，絵画が，浮
薄なもの外的なものから，必然的なもの内的なものに変わってゆく過程で
あるO そして，絵画の考察は，個々の絵を離れて，絵を生み出す創造者の
ヴィジョンの解明にむかわざるを得なし、。話者にとって，絵を眺めるとは，
素材としての現実と，作品化された現実と，その間に立つ画家， この三者
の関係を，芸術創造の意味を考えることなのであるO 感覚的そして知的な
喜びはあっても，だから，マルセルにとって，絵とは，何よりも先づ，芸
術のレッスンなのである。そして，その最良の師がエルスチールで、あった。
が，他方，個々の絵は，創造者の手を離れ，あるいは，登場人物からも
独立して，独自に自律的に存在する。見る者が，そこから出発して何を考
えようとも，一個の絵は，移ろいゆく現実の美を瞬間のうちに不動化して
いるのである O あるいは，不可視のもの(記憶現象であれ想像上のもので
あれ)を自に見える形象に置きかえているのである O 又，時の経過によっ
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て初めて全貌がj手かび出てくるものを，画布という空間中に，即座に，ノJミ
すのであるO こうして，作品内部に配列される絵画が J失われた時を求
めて』という作品そのものを，様々のレヴェルで，反映する， ことも起る
のである O 例えば， ゲ、ノレマント邸のエノレスチーノレの絵(現代風な絵と初期
の神話の主題の絵)が，まさしく，所有者，公爵夫人の現在と過去，ある
いは， フォーブール・サン・ジェノレマンとコンブレ，を反映するように。
あるいはN章で、見た例におけーるように。
個々の絵の自律性。しかL，断片としての個々のタブローの集積が， )1.， 
一個の世界を構築する O 交響曲や大伽藍に警えられる「失われた時を求め
て』は，一方で，並べられた絵のように構成される， と言い得る，のでは
あるまいか。
